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 6年生は、10月 11日~12日に長崎へ修学旅行に行きました。 

                     天候にも恵まれ、楽しく学ぶことの多い 2 日間を過ごしてきた 

ようです。切木小・竹木場小の 6 年生との仲も深まり、来年度の中学進学後もスムーズな交流ができるのでは

ないかと思います。 

 1~5 年生は、佐世保市の「海きらら」「森きらら」へ出かけました。イルカショーの水しぶきやワオキツネザ

ルのかわいらしさに歓声を上げた一日でした。美味しいお弁当の準備をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の赤い羽根募金ポスター・標語コンクールの授賞式は、10 月 1 日（日）に県庁で 

行われました。その日がちょうど運動会と重なっていたため、12 日に担当者の方が大良小を 

訪問され、賞状と賞品を授与してくださいました。毎年、このコンクールには、大良小より 

作品を応募しており、今年度も学校賞をいただきました。各クラスで、今年度の募金も始ま 

っているようです。御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

  

  

バス旅行・修学旅行 

赤い羽根募金ポスター標語コンクール

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

●全職員による共通理解と共
通実践

●「唐津の学びスタイル」チェッ
クシートにおけるＡ評価が5項
目以上となるようにする。

・教職員間で「唐津の学びスタイル」チェックシートを共有する。
・全職員で校内研修を推進し、全学年が年１回の研究授業と研
究協議を実施する。

○基礎基本の定着と主体的に
学ぶ態度の育成

○「授業が分かり楽しい」と感じ
る児童を90％以上にする。

・「考えを交流する時間」や「ふり返りタイム」を、毎日の授業の
中に取り入れる。
・個別最適・協同的な学びに生かすため、場面に応じてタブレッ
ト端末やＩＣＴ機器を取り入れる。

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳の授業の中に、議論す
る活動を仕組み、道徳に関する
アンケートにおいて肯定的な回
答をした児童の割合を90％以
上にする。

・道徳の授業を年１回以上保護者に公開し、保護者の意見及び
感想を職員で共有し、取組を通信等で発信する。
・人権集会を年５回以上開き、職員が輪番で「人権」「共生」「協
力」等の話をする。

●いじめの早期発見、早期対
応体制の充実

○いじめの予防、早期発見、適
切対応、事後観察に努め、「学
校が楽しい」と感じる児童が
85％以上にするす。

・各学年の発達段階に合わせた「いじめ」防止に関する授業を、
1回以上行う。
・学期に１回、教育相談週間に合わせて独自の「心のアンケー
ト」をとり、担任や職員全体が関わって教育相談を行う。

◎自らの夢や目標の実現に向
けて努力する気持ちを高める
教育活動の推進

◎日々の授業や行事等の取組
を通して、自分の成長を感じる
児童を85％以上にする。

・郷土を愛する心を育てるため、地域のゲストティーチャーを迎
えての活動を取り入れる。
・読書活動の充実を図り、自らの将来に希望をもたせる。
・「キャリアパスポート」を活用し、自分の成長の跡を振り返るこ
とができるようにする。
・各行事等に、出番・役割・責任・承認のある活動を取り入れ
る。

●望ましい生活習慣の形成 〇「大好き良い子カード」の生
活チェックの点数が90点以上
の児童を80％以上にする。

・「大好き良い子カード」の自己評価などを参考に、月ごとに成
長や高得点維持について賞賛していく。
・家庭と連携し、ノーテレビノーゲームデーを毎月1回設定し、結
果を育友会と共有する。

○（学校独自重点取組・任意） ○児童生徒の交通事故を０（ゼ
ロ）にする。

・下校指導において、毎日全児童に交通安全に関する注意喚
起を行う。
・危険な事案や情報があれば、早急に公民館や育友会役員と
情報共有をする。

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外
勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時
間外在校等時間の上限を全職
員が遵守する。

・予定退勤時刻を明確にし、仕事の軽重を付けて業務に取り組
む。
・金曜日の定時退勤日を徹底するために、朝と退勤10分前に呼
びかける。
・提出期限がある業務に関しては、早めに担当者に伝え、余裕
をもって取り組めるようにする。

○特別支援教育

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援学級及び個別の支
援が必要な児童の理解と対応
について、成果指標を達成した
教師90％以上にする。

・月一回の児童理解協議会において、特別支援学級在籍児童
及び個別の支援が必要な児童の実態把握と具体的支援につ
いて共通理解を図る。
・特別支援教育の研修を、主に発達障害の理解と対応につい
て、年3回以上実施する。
・コグトレに取り組み、児童の認知能力の理解と把握に努める。

●心の教育

○伝え合いながら学ぶ子ども（よく見て，よく聴き，考えを持ち，伝え合う子ども）
○自分も周りの人も大切にする子ども（よさを認め、思いやりと感謝の心をもつ子ども）
○元気で落ちついた子ども（基本的生活習慣が整い、元気と落ち着きのある子ども）

●健康・体つくり

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

３　本年度の重点目標

本年度の学校の取組について（学校評価計画より） 

 令和 5 年度も折り返し地点を過ぎました。学校では、年度当初にこれま

での学校課題などをふまえつつ、重点的に力を入れて取り組んでいく学校

評価計画を立てています（詳しくは学校 HP を御覧ください）。 

 それに基づきながら、学校の様々な取組を進めいていますが、ちょうど

中間地点ということで、児童へのアンケートを実施しました。 

 そこから見えてきた課題がいくつかあります。 

① 「伝え合い活動」の充実を図ること。大良小で長く続いている「伝え合

い活動」ですが、苦手意識を感じている児童もいます。友だちと考えを伝

え合いながら、これまでの自分経験や知識と対話しながら、楽しく学んで

いける授業づくりをこれからも目指したいと思います。 

② テレビやゲーム、スマホ（タブレット）との上手な付き合い方について

考えること。これまでもお伝えさせていただいてきたことですが、これら

の使用時間が長くなっている傾向にあるようです。時間を決めて上手に付

き合っていけるように御家庭とも協力しながら啓発を図りたいと思いま

す。 

③ 相手のことを考えた言葉遣いや行動をすること。「相手が『嫌だ』と感

じるような言動を控えて、ほかほか言葉を使っていこう」という話を人権

集会やクラスにおける道徳の時間に行っています。残念ながら、児童の言

葉遣いや行動が「相手のことを考えた」ものとなっていない事例もいくつ

か見受けられます。現代社会は、相手を尊重することを大切にする社会で

す。多様性を認め、相手の立場に立った言葉を使うことや思いやりのある

行動ができるように、小さなころから社会全体で支えていくことの必要性

を感じます。 

R5 年度学校評価計画 詳しくは大良小学校HP で 


